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　　松村松年 （1928）は 、 （ホ タ ル の ）幼蟲の壽命は判 然 し∫ない が 、 早 くも 2 年

で
、 暹 きは 3年に 亘 る もの も

’
ある 、 とい つ で ゐ ます。 ど こ の話か知 らなv ・が 、

ホ タ ル の 幼蟲 に は 、 Vbは ゆる壽命が ある はすは あ りませ ん 。 幼蟲か らサ ナ ギ に

變態する ん で すか ら。 む し
’
ろ更 生 とで もい えば 、い えない こ と は あ りませ ん 6

しか も幼蟲は最後の 脱皮をや ると 、 サ ナ ギ に早が は b レて V ・ るん で す。
ゲ ン ジ

ポ タ ル O ．幼蟲 の 更生 は．； 卵か ら生れ て か ら噂

・10 月孚 ぐらい で や ります 。

　　 と い ふ の は 4 月 12 日 ご ろ、甲府市外で 採集 して來 た 、
ゲ ン ジ ポ タ ル の 幼

蟲が、．土 の 中に 入 り
’
、 最後め脆皮 をや るの は 、 た V ・ て い 5 月 12 日ご ろか ら 、

17 日 ごろまで の 聞で す 。 1929・年に は 5 月 7 日 に
、

サ ナ ギ に な つ た 幼蟲 もV 、

ま した が 。 ζの 幼蟲は土 の 中 に
、 深 く入 る よ う に か い た 人 々 が多悟

が 、（渡濯

（1901）
・tt　．／地 下 3− 4 寸乃至 4− 5寸の 處 に降 り）、 と〉、 つ て い る 、

．私 の 實驗 し

て み k の で は
、
5 セ ン チ メ ー トル も入 つ た ら 、 すV ・ぶ ん深 入 りした方で す 。 深 さ

2 か 3 セ ン チ メ ー トル ぐらい が普通 で す。
こ の 土 の 中に ゲ ン ジ ポ タ ル の 幼蟲は 、

ほ とん ど 1 月靜止 して ゐ ますが サ ナ
’
ギに なる前 に 、 穴 の 内面 をかな bなめ ら

が に 、 た ぶ ん ロ か ら分ぴ物 （？）で も出 し て
、

ぬ り上 げ る らしい で す。 しか も幼

蟲 は穴の 中に 入つ て 來た s みちの 入．口 もぬ りつ ぶ して しまい ます 。
こ お して 穴

の 中に 安佳 します （圖 1 參照）。

　　ア メ・リ カ の．… ．ス （1920 ）廣 ホ タ ・・ （？h・t・ri・p曲 y止・・ni ・a）の 幼蟲が 、 土

の 中に穴 をつ くつ て 入 b 、 ナ ナ ギ に なつ て ゐら喀穴の 申に 、 あお むけに ね て い

る とい つ てやます 。 岡田要 （1928）もゲ ン ジ ボ タ ル 、ヘ ィ ケ ポ タ ル の サ ナ ギ は 、
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ヘ ス が Vb っ て い る通 り 、 穴 の 中に あおむ け に ね て い る 、 とか い て ゐ ます。 私 も

13 年か 14 年間 、
ゲ ン ジ ポ タ ル

、

ヘ イ ケ ポ タル の サ ナ ギを見 て ゐ ます 。 が あお

むけに ね て い る サ ナ ギは 、め つ た に 見た こ とは あ りませ ん 。 と い つ fe　S“け で は

水樹論だか ら、數字 に 出 して み ます σ

　　ゲ 。 ジ ボ hル の 幼蟲が 、土 の 収 入 つ 。 、 。 。 ギ 。 なつ 。 か ら説 蕨 や

る ま で （脆皮をや つ て成蟲 に な るが 、 まだ 3 日か 4 日は飛び出 さない ）11 日

か 12 日 の 間 、 11 ぴ きめサ ナ ギ を朝 と 夕re　
、 觀察 して み ま した 。 が あおむ け

に ね て V ・た の わ 、
242 回の 觀察 の 申で

、 た L’の 2 回 しか ありま せ ん 。 しか も

こ の 11 ぴ きの 中の 2 ひ きは 、 ビ ーカ の 底に V・ ました。
で すか らあお むけに ね

る の な ら 、

一番都合の V ・　 S 、場所 に 〉・たわけで す 。 が こ の 底に い た 2 ひ をの サ

ナ ギ は 、い つ も横（40 回）む き に な つ て V ・て 、あお む けに なつ て い た の は 2 回 、

うつ ぶ し に な つ て v ・ た の が 2 回 で した 。

』
こ の ほか の サ ナ ギ で

、
　− as多い 位置は 、

頭 が上 、 尾 端が 下 で
、 くの 字形に な り、 水亭 に 90 度 ve一なっ て い た の が 、

150

回 あ りま した 。
40 度か ら 50 度 くらい な S め に

、 腹面 を上 むきに した の が 32

回 、 うつ ぶ し（水ヱF）に 近 い の が 7 回 で した 。 初 めか らお は りま で
、
90 度 の く

の 宇形の 位置 を 、

・
少 し も動か ない の が 、5 ひ ぎ（110 回 の 觀察）もい ま した。 ．で

す か らサ ナ ギ の 位置 は 、 い ろい ろ變 るが 、
90 度の くの 字形 に 立 つ て い る の が 、

だ い た い に一
番 多 い わけで す。 こ の 90 度 の くの 字形 の 位置 は 、幼蟲が 土 の 中

に 入 る時 に は
、 頭 を先 き に 入 る の だか ら、

180 度か V・ て ん したわ けで す 。

　　か うい ふ 觀察 は 、乗の よ うに すれば 、 遭作あ Pませ ん 。 ます 500　c ．c、入 り

の ピーカ の 底 に 、6 セ ン チ メ ー トル ぐらい の 高 さま で
、 赤土 を入れ ます 。 こ の

土 に は 少 し濕氣 を もた します 。

「
濕氣が 多い と 、 サ ナ ギは死 ぬか ら、 む しろ少い

方 が V・　S の で す 。 こ ん な ピ ーカ を 4 つ か 5 っ 用意 します 。 川 の 中か ら上 つ て

來 た 、
ゲ ン ジ ポ タ ル の 幼蟲 を、 30 ぴ きばか り 、

こ の ピ ーカ 1 つ に 入れ ます。

土 の 上 に入れ て 、ガ ーゼ をか ぶせ 、 ひ もで ガ ーゼ をしば らなV ・ と、夜 に げ出 し

ます 。 た い て い 土 の 上 に 入 れ た夜 、 土 の 中に もぐb こ み ます 。 が もぐらなv ・で
、

ぐす ぐす して い る の もい るが 、
2 晩 ぐら い で もぐつ て しま い ます 。

1 つ の ピ ー

カ の 土 の 上 に 2 ひ
’
きか 3 ぴ きは 1 土め 中に

・
もぐれ な）・で 一

’
死 んで しま うの も

ゐ ます。

’
こ ん な幼蟲 に は 、小 さV ・赤V ・ ダ三 が 、

つ い て い る の が ゐ 毳す 。 こ の ダ

＝ の た め か 、病醜が で、
・
死 んで しまうの か も知れ ませ ん 。 か うして 土の 中に 入
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つ た 幼録の 中に は 、ピ ーカ の へ きにから．だを出 した り．ピ ーカの 底 まで 入 つ た

り、 （め つ た に “ な い が）す る の が ゐ ます 。 こ ん な幼蟲が サ ナ ギ に なつ たや つ を

觀察 する ん で す。

　　ぐう然か も知れなVOが 、幼蟲か らサナ ギに な るの は 、 午 前 9 時 ご ろか ら、

11時ご ろ まで が 、

一番多い よ うで す 。
サ ナ ギは幼蟲か ら成蟲 に なる 、 中間の 形

態で す。 が 形わ幼蟲 とは もちろん違 い ます。 また 威蟲 と もだ い ぶ ん違つ て ゐ ま

す 。 變化 の程度 に もよるが 、サ ナ ギはだ いたい に 、あめ細工 みた よ うな 、
や は

らか い 感 じの もの です 。 幼蟲 が眈皮して
、

ナ ナ ギ に なつ た ば か りの 時 は 、

’
うす

い黄 色の か つ た ダイ ダ イ 色で す 。 しば ら く立 つ とだん だ ん 、茶黄色 の そ こ に 、

うすい 赤色が 出 て來ます。
こ と に 腹部 で は 、 赤色の か げが 濃厚 で す 。

サ ナ ギ は

睨皮 をや る ま で は 、 うすい うすい す きとお つ た 、 皮膜の 中に 入つ て ゐ ます 。
で

すか らサ ナ ギ の からだ は裸で 、 毛 は まつ た くあ りませ ん 。

　　ま つ す ぐの び そ粋た幼蟲の 頭 、胸部 、 腹部 が サ ナ ギ に なつ て か らは 、三 日月

形 に前か y“み に な ります 。 まつ た く動か ない わけで は な V・が 、 だい た V・ に 靜止

の 歌態で す。
サ ナ ギ は頭か ら尾端まで は 、12 節で す 。 幼蟲 よ り 1 節少 V・わ け

で す 。 サ ナ ギはかな り自由 に の ぴ た りちぢ ん だ りします 。
サ ナ ギ の 背板 と腹板

は 、 や は り幼蟲 の よ うに 、 兩側で 合つ て ゐ ます 。

　　幼蟲 の 小 さV噸 ・觸角 、眼が ・サ ナ ギ で は馬鹿 va大 き くな b 、 はね の なv ・

幼蟲が 、 はね の ある サ ナ ギ に な ります。
サ ナ ギ の 觸角 、 あ し 、 はね は 、 側面か

らな S め に 、腹面にた N まれ て ゐ ます 。 觸角 、 前 、中の あ しは 、はね の 上 、後

あ しは 、 はれ
・
の 下 に なつ て い る の が 普通で す 。 こ の 後あ し の 附節だ け は 、は ね

の ぞ と に 出て ゐ ます （圖參照 ）回

　　頭 。 頭 は初 め黄色だが 、だ んだん うす竺赤黄色 （ダイ ダイ色）に な
1
ります 。

前頭はが な り廣 い が 、 眼 と眼 の 間の さか い は 、 初 めはわか りません 。

　　眼 。 ．幼蟲 の 眼 は小 さ くて 、顯微鏡で な い とわからなV ・が 、
サ ナ ギ の 眼は ぜ

・

とて も大 をv ・ん で す 。 靭めは頭 と同 じ黄色で す。 がだ ん だ ん うす込か p 色か ら 、

黒 色 icか は ります 。
サ ナ ギ の か ちだ の 中で 、一

番早く黒色 に な る の は 眼 で す 。

　　目器。 上 くちびる
、 大が く、

1
小が

1’
〈、 少が くぴ げ等 々 も「

’
割 り合に大 き く

見え ます 。 　　　　
・
．　　　　　　 、　

、
　　 ．　　　　 tt． ： ．．

　　觸角 。 サ ナ ギ の 觸角 も、か な り長 い 方 です 。 前頭か ら側 面に まが b 、前 あ

＼
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しと中あ しの ぞ と をめ ぐつ て ゐ ます。 節の 數は 11 節で す。

　 ．前胸 。 サ ナ ギ の 前胸に は、かな り厚 い ふ ちが あ b ます。 そ と 側 の 兩下部 は

とが P 、
ひ し歌 の と こ ろは 、 上 に くぼ ん で ゐます 。 また そ とぶ ち と 中央が高 く

な り、 3 つ の 山が で き て ゐ ます 。

．　　　　　　　　　　　 ．

　　ひ し厭 。 前胸 の 下部 の 中央に 、ひ し状 は くVb込ん で ゐ ます。

　　中胸 と後胸 。 中胸 は餘 りは っ きb しませ ん 。 が 中胸 に も後胸に も、 や は り

山が 3 つ あ bます。 脆皮す る 2 日か 3 日 く
“
らい前に 、後胸の 背面 に は 、黒V ・線

が 少 し出 て 來ます。

＼

F

ー．

P

1．　 ゲ ン ジ ポ タ ル の 雌 の 蛹腹 面 2．地 中 の 穴 に 於 け る雌 の 蛹

　　峠ね 。 成蟲 の は ねは 、中胸か ら腹部 まで の背面 を全部おお て い るが 、
サ ナ

ギ の はねは短 く、 わずか に腹部 の 3節 目まで をおお て い る程度で す。 が だん だ

ん 發達 して來 る と、はね も長 くの び ます 。 後Cttaはや は り、前 ばね の 下 に なつ

て ゐま す o はねの 基部は ほとん ど側 面 に なつ て い て
、 な S め に腹面に 密着 し て

ゐ ます 。 色 は初 め黄色 、 だ ん だんダイダイ色 に な り 、
10 日目 ぐらい に黒色 に な

ります。 がや は り短
．
い で す 。 眼玉 の 次 に 黒 くなるの が はね 、

こ と に 後ばねで す 。

後ぱ訟が黒 くな つ て 、 ．
1 日 ぐらい して か ら、前ば訟が黒 くな り、

’
次 の 日 ぐらVO

に 、 サ ナ ギ は睨 皮 します 。 13 日目 ぐらい に
、 はdaは だ V ・ぷ ん の び ます σ また 例

の プ ン ク チ エ ア （點刻） も出 て 來 ます。
で すか ら皮膜の 中の は淞 に 可 毛 が生 え

て來た わけです 。 プ ン クチ ＝ ア は太い 毛の根元で すか ら。 はれ に は たて線 （管　　
’
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“

5

？）が 4 本ある だけで す 。 ヒの 線 （管 ？）め 中 を體 液が 流れてい る ようで す。

はねの 先端 はだ い ぶ ん狹 くなつ て ゐ ます6
『…

　　、 1　　
『’
　

1
’

　　腹部 。 腹部 は
「8 節で す。 腹 部の 1

’
節目は 、 幅が狹 VOが 、2 ， 3．節 目は 、 幅

が 廣 くな b 、 また尾端 まで 少 しつ つ 、狹 くなつ て ゐ ます 。
r 篩 目の た て は短 く〜

2 節目か ら 6 節目ま で は 、ほとん ど同 じ くらい で す。

「
7 飾 自は馬鹿 に ひ ろ ぐな

り 、
8節 目は また狹 くなつ て ゐ ます 。 兩側面 はかな りで こ ぼ こ に な つ て ゐます。

餘 りは っ き りは しない が
、 各節の側面 に は 、 小 さ い 氣孔が 1 つ づ つ 見 え糞す 。

が 尾端の 節 に は見え ませ ん 。
サ ナ ギ に な りた て の 雌の 腹部 、

こ と に腹面 に は 、

腹の 中の 卵が すV ・て 見 えます。 成蟲に なると、サ ナ ギの 尾節は 、な くな ります 。

サ ナ ギ に なつ て 11 日 目ぐらい に 、腹面の か ん節に 、黒V ・線が で を ます 。 14・日

目 ぐらV ・ に は 、 腹面 は黒色 、 背面 は黒黄色で す。

　　發光器 。 光 力は成蟲 の ほ ど、強 くは あ りませ ん 。 が サ ナ ギ の 發光 は なかな

か 見ご と で す 。 サ ナ ギはか らだ全體 、 胸部で も頭 で も光 りますか ら。 お もしろ

い の は 、 か らだ全 體で 光 る時 に は 、 發光器 では ほ とん ど光 りま せん 。
サ ナ ギ に

なつ た ばか bの 時の 發光器は、幼蟲 の 時の お もか げが殘 つ て い て 、腹部の 8節

目の背面で 、左右の 兩側 に 遲 い 上部 に 2 つ あ ります 。 き つ く光 る と
、
8 節全體

も光 る し 、
7 節 に も光が す逢通 つ て 見 えます。 が 11 日目 ぐらい か ら、 雌の は

6 節 、雄の は 6 節 と 7節 （雄 の 8 飾はな くなる）と 、 だ んだん腹面 に うつ りま

す 。 渡瀬 、 岡田要 は 、
サ ナ ギ の發光器 は初 めか ら、 腹面 に ある と思 つ て い る ら

しい で す 。

　　 あ し。 あ しの 基節と轉節は わか りま せ ん 。 腿節、脛節 、蹈節 はは つ 砦 b し

て ゐ ます 。 謝節は 1 か ら 5 まで わか つ て ゐ ます 。 成蟲 の 爪 に なる ぺ き部分 も

は つ き りして ゐ ます 。 あ しも 10 日か ユ1 日目 ぐらい に黒 くな ります 。 13 日 目

ぐらい に 、毛が生 えた の が 、皮膜をす い て 見え ま す 。 後あ しの腿節 と脛節は 、

は ね の 下 に か くれて ゐます。

　　脱皮。 サ ナ ギ に な つ て か ら、 15 日か 16 日目 ぐらい に睨皮 します 。 睨皮 し

て か ら で も、 腹部の 背面 も腹面 も、 や は りうす い 赤か つ 色で す 。 脆 皮 し て か ら、

そ と に 出すと 、 は晒まわ るが 、 3 日か 4 日は や は り、 その ま N 穴 の 中に
、 靜迄

して ゐ て 、じゆ うぶ ん に 成熟 して か ら、穴 か ら出て來 ます。 出て來 るの は 、き

まつ て 夕 ぐれ方 で す。
こ れか らが成蟲の 生活で す 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　　ゲ ン ぞポ タル の サ ナ ギ の 間の 日數 も、 年の温度 に よつ て
、 早い 遲い が あ り

ます。 が どうして も18 日か ら 20 日目 ぐらい で す。
］5 日百か ら 17 日目に 出た

り＼22 日目に出た の もV ・ ますが e これは實驗室 の 中で の 話で 、自然鼻で は 2 日

か 3 日 ぐらい 早い か も知 れま せ ん 。 初め に 出て 來 るの は雄 で す。 自然界で も雄

は 、 1 晩か 2 晩早 く出 て 來 ます 。

（昭和 8年 10 月 15 日受 領 ）
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